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現代における余暇の意義

松田義幸*

The meaning of leisure in modern days 

Y oshiyuki Matsuda 

holiday、leisureの語源散策

アメリカ人に、 holidayの語源について質問をして

みても、本来の意味を忘れている人が多い。 holiday

はゲルマン系の言葉で Iholy+dayJを意味している。

こういうと「聖なる日」を連想するようだが、 holyは

古英語で‘halig、ドイツ語ではheiligにあたり、英語

のwholeと向語である。元々はhealth、 soundの意味

を持ち、健康なingood health、 完全なinsound 

conditionといった使い方もある。キリスト教以前は、

holy、wholeは「欠けていないJI健康なJI完全な」

「全体の」を意味し、それが「神聖」に使われるよう

になったといわれている。このようにとらえるとholi

dayは、単なる休業日ではなく、「その入がその人本

来になるための日JI心身健康になるための日JIその

人が完成に向うための日」という意味が込められてい

たともいえる。

ところで、この世の中でなにが完全で、、全体である

と考えていたのか。それは自然の秩序ととらえていた。

自然こそは有機的統一体 Natureis a wholeと受け

とめていた。従って、 holidayはこの自然の秩序に心

身を委ねることによって完全性、全体性を取り戻す日

でもあった。そのような生活が自然生、活pastorallife 

である。

holiday に対立する言葉は、 workdayである。私た

ちは普通の日をworkdayと受けとめている。しかし
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このworkdayは、生産性、効率性、能率性を追求す

るから、労働生活はどうしでも、細分化、専門化の分

業になってしまう。そしてこの労働生活中心の生活を

続けていると、いつか健康、完全性、全体性から遠の

き、本来の人間性を喪失してしまいやすい。また、生

活が機能的で便利な人工的な都市環境に依存している

と、自然の秩序の完全性、全体性からも離れてしまう。

近年、日本だけでなく、高度に産業化を進めてきた

国の人びとが、 outdoorlife、resortlifeに強い関心

を寄せている。この深層を探ってみると、 workday

からholidayへ、 urbanlifeからpastorallifeへの呼

び戻しが働いているとみてもよい。

産業化、都市化の近代化へ傾斜してから今日まで、

私たち人間は、人間と自然の聞を経済活動でブリッジ

してきたが、自由時間の増大を背景にしながら、人間

と自然の聞をレジャー・文化活動でブリッジしたいと

考え始めてきている。もちろん、このレジャー・文化

活動には、賃金をあてにしない生きがいとしての生産

活動 Cex農事)も入っている。

今日leisureが、レジャー産業、レジャー・センター

といった使われ方をしているが、元々はleisureは

schoolを意味し、文化の価値の創造と享受を適して、

自己開発self-developmentを図るプロセスをさして

いた。今日的に解釈すれば、自由な心の状態contem-

plationで、自由学芸、自然生活、スポーッを楽しみ、

その人が完成に向かうこと、全体に向うことを意味し



ていたといってもよし、。一般的にはレクリエーション、

アミューズメント、レジャーを同じような意味で使っ

ているが、レジャー問題をよく考えた古代ギリシアの

哲学者アリストテレスは、はっきり区別した使い方を

していた。

We work Cascholia) in order to have leisure 

Cschole) 

アリストテレスの頃のキ、リシアでは、 leisureを

schole Cschool)といい、その否定形のascholiaを

work、business，occupa tionととらえている。明ら

かにギリシア人にとっての価値観は

schole Oeisure) > ascholia C work) 
であった。さらに、 recreationをanapausis、amuse

mentをpaidiaといい、 ascholiaの生産性を下げない

ようにするための手段と考えていた。そして、その

ascholiaはscholeの手段で、 scholeが人生の呂的で、

幸福な生活と考えていた。

このようにholiday、leisuseの語源散策をしてみる

と、今日この2つの言葉を風化させないで、元の意味・

内容に戻して使った方がよい。

2 RecreationからAmusementへ、そして

Leisureへ

アメリカの社会学者のD・リースマン、 D・ベルが、

社会のあり方

前産業社会

(農産物中心)

産業社会

(モノ中心)

脱産業社会

人々の生き方

「勤勉節約」の

価値感

1 11所有CTohave) 
消費」の価値感

「存在 CTobe)ー
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これからの社会のことを脱産業社会post-industrial

societyととらえ、そこでレジャー問題がクローズアッ

プされると予測した。次にこの問題を考えてみたい。

今日社会変動を前産業社会pre-industrialsociety 

→産業社会industrial society→脱産業社会post

industrial societyのシナリオでとらえている。それ

ぞれの社会で、人聞はどのような生き方habitus

mentalisをしてきたのか。また自由時間をどのよう

に過してきたのか。

前産業社会一「勤勉一節約」の生き方

人類の歴史を1∞年の単位でとらえてみると、つい

昨日まで、いくら勤勉に働いても、食べるのがやっと

という生理的欲望の充足の時代であった。こういう時

代には、勤勉に働いて節約をすることが生き方の基本

となる。怠情を戒め、勤勉を奨励するものの見方、考

え方、感受性が大切にされる。「小人閑居して不善を

なすJ1怠情は悪徳のもとIdlenessis the parent of 

all viceJと、洋の東西を問わず、「勤勉一節約」を奨

励しなければならなかった。この考え方は、西洋につ

いてみると、紀元前8世紀頃の「労働の日々」のへシ

オドスに始まり、古代ローマのヴェルギリウス、大カ

ト一、プロティスタンテイズムのカルヴィン、「時は

金なり」のベンジャミン・フランクリン、唯物史観の

マルクス、レーニンへと引き継がれてきた。こういう

経済理論 自由時間の過ごし方

古典経済学 休息、休業、保養

Cinvisible hand) 

11 近(vi慨sibl済e学hand) 
休息、休業、保養

気晴らし、娯楽
Marketing to have 
C=f(Y) 

N ext Economy(?) 休息、休業、保養

(ハイテク・ 自己開発」の価値感
Marketing to be 

気晴らし、娯楽
C=fCY，T，V) 

サービス中心) 創造的レジャー活動

社会変動と自由時間の過し方
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時代、社会にあっては、自由時聞は、労働の生産性、

効率性、能率性を下げないようにするためのanapausis

(recreation)に限られていた。

産業社会一「所有一消費」の生き方

ところが、このようなあり方、生き方が、 1929年の

世界恐慌を契機に変化したのである。「勤勉一節約J

の生き方、古典経済学に代って出てきたのが、「所有一

消費」の生き方、近代経済学、近代経営学である。重

要なことは、所得を節約して貯蓄にまわすことではな

く、所得を消費にまわすことである。もしも、所得が

足りないならば、将来得るであろう所得をクレジット

にして、 playnow、paylaterが望ましい。このよう

に変化したのである。そして開発された経営システム

が、 massproduction→ mass sales → mass 

consumptionのmassmarketingである。人びとの

関心は、生理的欲望の充足から物的欲望の充足へ移る

ことになった。社会はこの人為的システムを導入し、

長期に渡って、人びとの欲望と産業・経済の量的拡大

を続けることになった。そして、人びとは、幸福とは

所得を増やし、欲しい財、サービスを所有Tohave、

消費することだと考えるようになった。こういう状況

の下で、人びとの生活は「労働からレジャーへ」とは

ならずに、「労働消費一労働一…」のサイクルには

まり込んでしまった。自由時間の過し方も、ビジネス

にとっての市場創造機会となり、休息・休養・保養

のanapausis(recreation)よりも、気晴し・娯楽の

paidia (amusement)が重視され、 massleisureと

して市場経済の中に組み込まれることになった。

脱産業社会一「存在ー自己開発」の生き方

「所有一消費」の生き方は、企業によって人工的に

つくられた欲望(ガルプレイスのいうところの依存効

果)を充足し、また他人の誇示的、追従的な消費の影

響(デューゼンベリーのいうところのデモンストレー

ション効果)を受けることであった。しかし人びとの

欲望充足にこれで満足という落ち着きが出てこない。

そこでこういう「所得寸消費」の生き方、産業・経済

第一主義に、 1970年前後から反省が出てきたのである。

いや、正しくは、自由と解放を求めた若者たちの1950

年代のビート族のライフスタイル、 1倒咋代のヒッピ一

族のシンプル・ライフが先行していたことが原因によ

り、 1970年前後の大きな反省が生まれたといってよい。

ローマ・クラブの「成長の限界」チャールズ・ライク

の「緑色革命」シュマッハーの「スモール・イズ・ビュー

ティフルJミヒャエル・エンデの「モモ」スコット・

パーンズの「家庭株式会社」エーリッヒ・フロムの

ITo have or To be (生きるということ)J日本の神

谷美恵子の「生きがいについて」など、問題提起が次々

と出されたのである。

これらの問題提起の最大公約数は、フロムのいうと

ころの「所有価値tohaveJから「存在価値tobeJへ

の転換といってもよい。日本的な表現でいえば、「物

の豊かさ」から「心の豊かさ」の追求へということで

ある。欧米では、生活の人間化ということで、 Quality

Of Life/QO Lをよく使う。「所有価値」の追求を

基本的な生命と自由の範囲に抑制して、代って幸福の

追求に関連する「存在価値」を重視すべきだというこ

とである。

自由時間の過し方は、 anapausis、paidiaよりも、

schole C1eisure)にウェートをおくべきだということ

になる。 scholeは「存在一自己開発selfdevelopmentJ 

の生き方のことといってよい。そもそも、自己開発を

意味するselfdevelopmentのdevelopは、 Ide(聞く)

+velp (封)の合成で、封を開いて手紙を取り出す意

味である。転じて、その人本来の価値を引き出す、そ

の人がその本来に向うということで、まさに、 holy、

whole、schole、school、なのであるO もしも、今日

の日本の人びとがこの意味を自覚し、それを望むなら

ばタイム・パジェットからはscholeを実現することの

できる状況を迎えているのである。

3 わが国が直面している課題

「前産業社会→産業社会→脱産業社会」という社会

変化、「勤勉一節約」→「所有 消費」→「存在一自

己開発」という生き方の変化 Ianapausis→paidia→ 

scholeJという自由時間の過し方の変化は、今日なお

願望であって、社会のあり方も、人びとの生き方も、

まだ3番目のステージに移っているわけではない。漸

く、日本人の関心が、 3番目のステージに向い出し、

一部革新者といわれる人たちが、そのようなライフス

タイルを選択し出したというところである。この変化

をいかにすれば大きな流れとすることができるか。



いま国民一人ひとり、地方自治体、そして中央の政

治・行政も、人生8{咋時代のライフスタイルのデザイ

ンと、その受け皿として社会のあり方に、これまでに

ない強い関心を寄せているO その意味では、いま、レ

ジャーの本質に気づきと動機を与える好機である。し

かし、ここでレジャー問題に関わっている人たちが、

配慮しなければならないことは、レジャーの本質を手

段としてではなく、目的として把握することである。

レジャーは本来、文化の領域の問題であって、経済の

領域の問題ではない。ところが、日本においては、経

済の領域に位置づけ、内需拡大手段として位置づけて

いる人が多い。それはあくまでも結果であって、レジャー

は経済の価値をつくる手段ではない。

関係者の聞に

経済の価値>レジャー・文化の価値

ではなく

経済の価値くレジャー・文化の価値

のコンセンサスをおくべきだと思う。ところが、内需

拡大にとらわれ過ぎ、レジャー問題をハードウェア重

視でとらえる傾向が強い。これは平成元年までの日本
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のリゾート開発がよく物語っていた。自然環境のょい

ところに、いかに宿泊施設、娯楽・気晴し施設の都市

型のハードウェアを建設するかに、関心が寄せられて

いたか。自然世界に都市的施設を持ち込んだのでは、

holy、whole、scholeは遠のいてしまう。あくまで、

ハードウェアはミニマムで、ソフトウェア重主見のリゾー

ト開発こそが望ましい。

バブル経済の崩壊で、リゾート環境整備が見直しを

迫られているが、この環境整備はなん世代にもわたっ

て行うべきことである。急ぐあまり、入閣の生き方、

レジャー・文化のあり方の本質から離れてはならない。

「労働時間短縮→自由時間の増大→受け皿としての

リゾート開発→内需拡大」が政治・行政、レジャーの

度服者の時L事であってはならない。もちろん、レジャー

がビジネスに関わってならないということでなく、そ

れは結果でなければならないということである。これ

からのレジャー問題は、「所有一消費」、 amusement

の次元から、「存在一自己開発J、scholeの次元に、い

かにして移行させるか、 qualityを高めるかに向うべ

きなのだ。




